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慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）、
信
州
川
中

島
の
大
名
・
森
忠
政
が
美
作
一
国
一
八
万

六
、五
〇
〇
石
を
与
え
ら
れ
、
津
山
藩
が

誕
生
し
ま
す
。
し
か
し
、
森
家
は
元
禄
一

〇
年
（
一
六
九
七
）
に
領
地
を
召
し
上
げ

ら
れ
、
津
山
藩
森
家
は
断
絶
、
翌
年
、
松

平
家
が
美
作
国
の
う
ち
一
〇
万
石
を
拝
領

し
、
以
後
明
治
維
新
ま
で
津
山
藩
松
平
家

の
支
配
が
続
き
ま
す
。

　

鏡
野
町
域
は
、
津
山
城
下
町
に
近
接
し

て
い
る
の
で
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
津
山

藩
の
領
地
だ
っ
た
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
が
、
実
は
非
常
に
複
雑
な
支
配
の

変
遷
が
あ
り
ま
し
た
。

　

森
家
の
支
配
当
時
と
津
山
藩
松
平
家
が

成
立
し
た
頃
、
鏡
野
町
域
は
す
べ
て
津
山

藩
の
領
地
で
し
た
が
、
享
保
一
一
年
（
一

七
二
六
）
に
藩
主
浅
五
郎
が
後
継
ぎ
の
な

い
ま
ま
一
一
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
る
と
、

急
き
ょ
末
期
養
子
を
迎
え
、
お
家
断
絶
は

ま
ぬ
が
れ
た
も
の
の
、
五
万
石
に
領
地
を

減
ら
さ
れ
る
と
い
う
事
態
に
な
り
、
鏡
野

町
域
で
は
香
々
美
上
分
（
藤
屋
の
北
）
か
ら

越
畑
に
か
け
て
と
、
貞
永
寺
・
上
森
原
・

馬
場
・
塚
谷
・
入
村
上
分
・
山
城
・
中
谷
・

郷
地
区
・
奥
津
地
域
・
富
地
域
・
上
齋
原

地
域
の
各
村
は
幕
府
の
領
地
に
な
り
、
そ

の
他
の
地
域
は
明
治
維
新
ま
で
津
山
松
平

藩
領
と
し
て
続
い
て
い
き
ま
す
。

　

幕
府
領
と
な
っ
た
地
域
は
、
延
享
二
年

（
一
七
四
五
）
か
ら
宝
暦
四
年
（
一
七
五

四
）
ま
で
の
一
〇
年
間
は
鳥
取
藩
池
田
家

の
預あ

ず
か
り
ち地（
旗
本
や
大
名
に
幕
府
の
領
地
を

預
け
て
統
治
を
代
行
さ
せ
た
土
地
）
を
経

て
、
幕
府
領
や
三み

日か

月づ
き

藩
森
家
（
兵
庫
県

佐
用
町
）
の
預
地
、
大
坂
城
代
関せ

き

宿や
ど

藩
久

世
家
の
領
地
な
ど
変
遷
を
繰
り
返
し
、
安

永
三
年
（
一
七
七
四
）
以
降
、
香
々
美
上

分
か
ら
越
畑
ま
で
は
幕
府
領
と
し
て
幕
末

ま
で
続
き
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
に

鳥
羽
伏
見
の
戦
い
が
始
ま
る
混
乱
の
中
で

一
時
的
に
岡
山
藩
池
田
家
の
預
地
や
勝
山

藩
三
浦
家
（
真
庭
市
）
の
支
配
地
と
な
り

ま
す
。

　

香
々
美
上
分
か
ら
越
畑
以
外
の
幕
府
領

は
、
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
か
ら
寛
政

一
〇
年
（
一
七
九
八
）
は
大
坂
城
代
佐
倉

藩
堀
田
家
の
領
地
と
な
っ
た
り
、
幕
府
領

で
も
管
轄
す
る
代
官
所
が
替
わ
っ
た
り
と

村
ご
と
に
微
妙
に
支
配
体
制
に
違
い
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
中
で
、
中
谷
・
下
原
・
薪

森
原
・
原
・
富
東
谷
・
久
田
上
原
・
黒
木
・

河
内
・
杉
・
箱
・
西
屋
・
女
原
・
井
坂
・

至
孝
農
・
養
野
・
羽
出
・
羽
出

西
谷
・
奥
津
・
長
藤
・
下
斎

原
・
上
齋
原
の
各
村
は
文
化
九

年
（
一
八
一
二
）
か
ら
津
山
藩

の
預
地
、
そ
れ
以
外
は
引
き
続

き
幕
府
領
と
な
り
ま
す
が
、
文

化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
に
、

一
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
息
子

銀
之
助
（
の
ち
の
斉な

り

民た
み

）
が
津

山
藩
主
斉な

り

孝た
か

の
養
子
と
な
っ
た
こ
と
で
、

津
山
藩
が
五
万
石
の
加
増
を
受
け
一
〇
万

石
に
な
る
と
、
こ
れ
ら
の
地
域
は
約
一
二

〇
年
ぶ
り
に
津
山
藩
の
領
地
に
復
帰
し
ま

す
。

　

そ
し
て
藩
主
と
な
っ
た
斉
民
は
、
幕
府

へ
さ
ら
な
る
加
増
を
要
求
し
ま
す
が
、
幕

府
は
こ
れ
を
認
め
ず
、
そ
の
か
わ
り
に
行

政
上
不
便
な
場
所
に
あ
る
津
山
藩
領
と
幕

府
領
と
の
交
換
を
提
案
し
ま
す
。
そ
し
て

紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ

を
経
て
、
最
終
的
に
こ
の
提
案

に
応
じ
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）、
津

山
藩
が
倉
敷
（
林
野
）
や
久
世
な
ど
他
の

美
作
地
域
の
幕
府
領
や
小
豆
島
西
部
（
香

川
県
）
を
新
た
に
得
た
こ
と
に
よ
り
、
山

城
・
中
谷
と
奥
津
・
富
・
上
齋
原
地
域
の

各
村
は
幕
府
領
の
津
山
藩
預
地
と
な
っ
て

明
治
維
新
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
鏡
野
町
域

の
支
配
体
制
は
複
雑
な
経
過
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
。
文
章
で
読
む
と
ま
す
ま
す
分
か

り
に
く
い
か
と
思
い
ま
す
が
、『
鏡
野
町

史
』
や
『
奥
津
町
史
』
に
は
表
で
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
是
非
そ
ち
ら
を
参
考
に
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
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江戸時代後半頃の鏡野町域の地図
（中島家文書）

三日月藩陣屋（兵庫県佐用町）


